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主体的な自然体験
『森のようちえん』で
新しい保育の在り方を研究

「大学×地域の重層的なチャレンジ支援」
地域との連携の中で、
学生の挑戦を後押し！

【 特 集 1 】

【 特 集 2 】
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PLACE	 ながら川ふれあいの森
MODEL	岐阜大学教育学部
	 家政教育講座	保育学研究室

	 今村	光章	准教授
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06―09 【特集1】

主体的な自然体験『森のようちえん』で
新しい保育の在り方を研究
教育学部 家政教育講座 保育学研究室
今村 光章 准教授

10―13 【特集 2】

「大学×地域の重層的なチャレンジ支援」
地域との連携の中で、学生の挑戦を後押し！
工学部 社会基盤工学科
社会資本アセットマネジメント技術研究センター長
髙木 朗義 教授

14―15 岐大で生まれるもの。最先端研究の現場。

ピンポイントの気象予報研究が次世代エネルギーの未来を拓く

大学院工学研究科 環境エネルギーシステム専攻 
自然エネルギー研究室
小林 智尚 教授

16―17 ひらけ！ 授業の扉

稲を育て、米を食し、「日本の稲作文化」を体験から学ぶ授業。

応用生物科学部附属岐阜フィールド科学教育研究センター
大場 伸也 教授

応用生物科学部 作物栽培学研究室
松井 勤 教授

応用生物科学部 応用生命科学課程 食品加工学研究室
後藤 清和 教授

応用生物科学部 生物環境科学課程 多様性保全学研究室
宮川 修一 教授

18―19 就職の最前線へ
岐阜大学キャリアセンター「先輩社会人アドバイス事業」

20代後半の先輩社会人が「働くとは？」を学生に伝授！

20―21 いまを駆ける! 岐大生FACE
Interview PHANTOMS前主将
  岩佐 純平 さん

22 お知らせ

23 岐阜大学基金の状況報告

巻末 公開講座のご案内

ニューヨークで開催された「New	
York	Global	Young	Leaders	Summit	
International	Model	United	Nations	
2013	（通称：模擬国連）」に、教育学
部の金武李佳さんが参加しました。
国際問題への理解や交渉術の深化を
図ることを目的とする模擬国連。世界
各国から学生約500人が集まりました。
全員がある国の大使の役割を演じ、担当
国の政策や歴史、外交関係などに照らし
合わせて、実際の会議と同様、特定の議
題について議論・交渉します。モロッコ
大使役に任命された金武さんは、「開発
資金の運用」「エイズと貧困の関係」「情
報コミュニケーション技術の活用」の3
つの議題に対して、モロッコ王国として
の声明文をまとめ、会議に挑みました。
「昨年の12月から英語やモロッコ経
済の勉強、声明文の準備を始めました。

現在の政府の見解を知るために、同じ
モロッコ大使役の九州大学大学院の学
生と、東京のモロッコ大使館を訪問。
外交官の方と直接お会いするとお話が
心に入ってきて、政府が強く推してい
る取り組みが分かりました」と金武さ
ん。こうした経験から声明文には、若
者が仕事に就けるよう、教育のインフ
ラ整備を行うことを盛り込みました。
「出発前日は正直不安でしかなかった
んですが、絶対にがんばろうと思いま
した。会議はすごくスピードが早かっ
たのですが、分からないことがあったら
割って入って『どういう意味ですか？』
と聞き、その上で自分の意見を伝える
よう努力しました。世界各国の人々と
知り合うことで“日本とそのほかの国”
という見方が、“ほかの国の中に日本が
ある”という捉え方に変わりましたね」。

8月からは交換留学生として米国サン
ディエゴ州立大学で心理学を学び、臨床
心理士を目指します。「数年は外国で働
きたいです。日本では気がつかない何
かを発見できると思うから」。新たな将
来像を見据えた金武さんは、「世界の友
人と話ができてとても幸せでした！」と
満面の笑顔で振り返っていました。

　「森のようちえん」では、「大

人はできるだけ口を出さず、子

供が自分で気づくまで見守る」

というルールがあるようです（本

誌より）。森の中で、子供たち

が五感をフルに発揮して遊ん

でいる姿を想像してみましょう。

私たち大人が忘れてしまった、

または経験したことのない森と

人との交流が期待できそうで

す。そんな中で五感を研ぎ澄ま

せれば、きっと予想外で、素敵

な第六感が育まれることでしょ

う。イギリスの哲学者ウィリアム・

アーサー・ワードの言葉に、「普

通の先生は説明をする。ちょっ

とできる先生は手本を見せる。

優れた先生は生徒の心に火を

つける。」とあります。子供たち

だけでなく、大学生の心に火を

つける教育が大切です。

（編集長）

岐 阜 大 学 の とりくみ
Oct.2012→Apr.2013Topics

　ハロウィン当日、直営保育園「ほほえみ」のつばめ組（2
歳児）・はくちょう組（3・4・5歳児）の27人が仮装を
して学長室を訪れました。カボチャのマントや黒猫の耳
などを身に付けた園児は「ト
リック・オア・トリート（Trick	
or	Treat？）」と元気よく入室。
出迎えた森学長と林副学長、
八嶋理事、吉村理事がお菓子
を配ると、園児たちは手作り
のお菓子箱をいっぱいにさせ
て満面の笑顔。和やかなひと
時となりました。

　「岐大祭」は学生の正課研
究、学術文化活動及び課外活
動の祭典です。年間を通した
取り組みの成果を学内外に発
表し、より発展させる機会とし
て、毎年、学生が自主的に企
画・運営しています。今年の
テーマは「ブレイク」。「憩い
の場になってほしい、日常か
ら踏み出してほしい」という願いが込められています。当
日はみこしまつりやコスプレコンテスト、お笑いライブ、ス
ポーツ大会などが開かれ、盛況のうちに終了しました。

保育園児がハロウィンの仮装で
学長を訪問

第64回	岐大祭を開催
テーマは「ブレイク」

平成24年10月31日（水） 平成24年11月1日（木）～4日（日）

平成25年3月26日（火）～29日（金）

教育学部の金武李佳さんが
アメリカで開かれた「模擬国連」で
モロッコ大使として議論・交渉！

上／会議後に開催されたパーティーには、浴衣姿
で参加。「会議と違って緊張も解け、互いの国のこ
とや勉強の仕方など、話が弾みました」。
下／動議や発議を意味する「Motion !（モーショ
ン）」と言って挙手すると、議長から10分間の発
言が許可されます。

岐阜大学 教育学部
生涯教育課程4年

金武	李佳	さん
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